
大
牟
田
技
術
専
門
校
訓
練
生
募
集

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

平
成
29
年
度
生
２
次
募
集

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
講
習
会

を
修
了
さ
れ
た
人
に
は
修
了
証
カ
ー
ド
を
発
行

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

と
き
　
12
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
　
玉
名
消
防
署
　
２
階
会
議
室

内
容
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
救
命
講
習
会

定
員
　
先
着
15
人
ま
で
（
事
前
に
電
話
に
て
申

込
み
が
必
要
で
す
。
）

参
加
費
　
無
料

そ
の
他
　
以
前
に
、
普
通
救
命
講
習
会
を
受
け

ら
れ
た
人
は
、
修
了
証
カ
ー
ド
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
参
加
申
し
込
み
数
が
５
名
以
上
に
満
た
な

い
場
合
、
開
催
を
延
期
ま
た
は
中
止
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
消
防
署
　
救
急
係
　

☎
０
９
６
８
・
７
３
・
７
１
１
７

訓
練
コ
ー
ス
　

①
パ
ソ
コ
ン
初
級
・
中
級
連
続
養
成
科
　

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
科

募
集
期
限
　
12
月
22
日
（
木
）

定
員
　
①
30
人
（
う
ち
５
人
託
児
付
）
②
20
人

訓
練
期
間

①
２
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
30
日
（
金
）

（
５
カ
月
）

②
２
月
１
日
（
水
）
〜
４
月
28
日
（
金
）

（
３
カ
月
）

受
講
料
　
無
料（
た
だ
し
教
科
書
代
が
別
途
必
要
）

入
校
選
考
日
　
①
１
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
②
１
月
13
日
（
金
）

応
募
資
格
　
公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講

あ
っ
せ
ん
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
訓
練
を

受
け
て
関
連
職
種
へ
の
就
職
を
希
望
さ
れ
る

人
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

玉
名
職
業
安
定
所

☎
０
９
６
８
・
７
２
・
８
６
０
９

福
岡
県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
４
・
５
４
・
０
３
２
０

試
験
日
　
２
月
３
日
（
金
）

試
験
場
所
　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
　
　
　
（
山
鹿
市
山
鹿
3
3
2
番
地
１
）

願
書
受
付
期
間
　
１
月
10
日
（
火
）〜
25
日
（
水
）

※

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校
　

☎
０
９
６
８
・
４
４
・
６
０
９
８

再
就
職
を
希
望
す
る
子
育
て
女
性
の
た
め
の

就
職
支
援
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
参

加
費
は
無
料
で
、
全
日
程
託
児
が
あ
り
ま
す
（
２

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
・
無
料
）。

と
き
　
１
月
11
日
（
水
）〜
20
日
（
金
）
の
８
日
間

と
こ
ろ
　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
９
階
会
議
室
４
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町

　
８
‐
９
）

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
、
応
募
書
類
の
作
成
や

面
接
、
個
別
相
談
な
ど

申
込
方
法
　
参
加
申
込
書
を
お
取
り
寄
せ
の
う

え
、
12
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

参
加
条
件
　
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
子
育
て
中

で
、
コ
ー
ス
修
了
後
早
期
に
就
職
を
希
望
す

る
女
性

定
員
　
20
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
働
雇
用
創
生
課
し
ご
と
相
談
・
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
・
３
５
１
・
０
５
０
０

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
習
得
科

受
講
対
象
障
が
い
　
下
肢
障
が
い
、
内
部
障
が

い
、
精
神
障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
難
病
、

高
次
脳
機
能
障
が
い

定
員
　
６
人

内
容
　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
通
じ
て
実
践
的
能

力
を
養
い
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
12
月
12
日
（
月
）〜
１
月
31
日
（
火
）

訓
練
期
間
　
３
月
１
日
（
水
）〜
５
月
31
日
（
水
）

の
３
カ
月
間

訓
練
場
所
　
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト
（
熊
本
市
中

央
区
神
水
１
丁
目
38
‐
10
）

経
費
　
９
３
０
０
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

②
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

受
講
対
象
障
が
い
　
聴
覚
障
が
い
、
上
肢
障
が

い
、
下
肢
障
が
い
、
内
部
障
が
い
、
精
神
障

が
い
、
発
達
障
が
い
、
難
病

定
員
　
７
人

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
、
ワ
ー
プ

ロ
・
表
計
算
３
級
取
得
を
目
指
し
、
社
会
人

に
必
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
習
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
12
月
12
日
（
月
）〜
１
月
31
日
（
火
）

訓
練
期
間
　
３
月
１
日
（
水
）〜
５
月
31
日
（
水
）

の
３
カ
月
間

訓
練
場
所
　
株
式
会
社
カ
ラ
ン
ク
ラ
ス
（
合
志

市
野
々
島
４
４
１
４
‐
１
２
５
）

経
費
　
５
０
０
０
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

③
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
科

受
講
対
象
障
が
い
　
上
肢
障
が
い
、
下
肢
障
が

い
、
内
部
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
難
病

定
員
　
５
人

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
応
用
、
実
践

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
自
宅
で
の
訓
練
を
通
し
て
学

び
ま
す
。

　
訓
練
は
、
火
曜
、
木
曜
に
行
い
ま
す
。

募
集
期
限
　
１
月
31
日
（
火
）

訓
練
期
間
　
３
月
７
日
（
火
）〜
５
月
30
日
（
火
）

の
３
カ
月
間

訓
練
場
所
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
自
宅

で
訓
練
を
行
い
ま
す
。
月
に
１
度
熊
本
県
立

高
等
株
式
会
社
プ
ラ
ン
ト
（
熊
本
市
中
央
区

神
水
１
丁
目
38
‐
10
）

経
費
　
９
３
０
０
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６
・
３
７
８
・
０
１
２
１

第
２
回
「
お
母
さ
ん
の
た
め
の
再
就
職
実

践
コ
ー
ス
」
参
加
者
募
集

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
生
の
募
集

気
を
つ
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

万
一
、
川
に
流
れ
込
ん
だ
ら

大
変
で
す
。
そ
の
対
策
が
、

先
に
述
べ
た
、
登
城
道
・
東

側
の
造
成
地
で
す
。

細
部
区
割
り
造
成
地

　
城
跡
を
訪
れ
る
と
、
実
に

細
か
く
区
割
り
さ
れ
て
い
ま

す
。
縄
張
り
を
行
な
う
時
の

大
原
則
で
す
が
、
こ
の
辺
り

が
非
常
に
微
妙
で
、
大
半
は
、

後
世
に
造
成
さ
れ
た
耕
作
地

と
の
見
方
が
あ
る
の
も
事
実

で
す
。
残
念
な
事
に
、
こ
の

疑
問
を
消
し
去
る
事
は
出
来

ま
せ
ん
。

　
但
し
、
長
年
、
城
跡
を
調

査
し
て
い
る
と
、直
観
で「
こ

れ
は
、
間
違
い
な
く
城
跡
の

遺
構
だ
」
と
感
じ
る
事
が
あ

り
ま
す
。
法
面
の
削
り
出
し

や
、
広
大
な
造
成
地
な
ど
が

そ
う
で
す
。
科
学
的
な
証
明

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
私
は
、

城
の
縄
張
り
に
手
を
加
え
た

の
が
、
後
世
の
農
地
だ
と
固

く
信
じ
て
い
ま
す
。

造
成
地
78
の
仕
方

　
登
城
道
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
事
も

あ
り
、
第
１
図
の
様
な
、
城
造
り
の
人
海

戦
術
に
よ
る
大
規
模
な
造
成
地
と
考
え
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
工
事
の
手
順
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
調
査
で
の
雑
木
伐
採
は
、

範
囲
を
決
め
た
後
、
下
部
か
ら
上
部
に
立

ち
上
が
り
ま
す
。
そ
う
し
な
い
と
、
切
り

倒
し
た
竹
や
雑
木
が
、
下
部
に
山
積
み
と

な
っ
て
、
作
業
が
停
滞
し
ま
す
。
造
成
の

時
も
同
じ
で
、
下
部
か
ら
順
に
工
事
を
終

了
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
上
部
か

ら
で
す
と
、
下
部
か
ら
の
排
土
が
溜
ま
っ
て
、

こ
れ
を
除
去
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
手
戻
り
が

生
じ
ま
す
。
外
部
へ
の
搬
出
は
無
い
と
思

い
ま
す
。

　
法
面
は
、
原
則
と
し
て
、
急
峻
に
削
り

ま
す
。
こ
れ
を
城
郭
用
語
で
「
削
り
出
し
」

と
言
い
ま
す
。
排
土
は
、
斜
面
部
に
押
し

広
げ
て
、
堅
く
突
き
固
め
て
平
場
を
確
保

し
て
い
き
ま
す
。
階
段
状
に
繋
が
る
帯
状

地
形
の
祖
形
で
す
。
単
に
、
排
土
を
斜
面

に
押
し
出
す
よ
う
な
事
は
、
し
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
事
を
す
れ
ば
、
大
雨
の
時
、

土
石
流
が
発
生
し
て
、
大
変
な
事
に
な
り

ま
す
。

　
特
に
、
城
尾
地
区
の
東
縁
下
は
、
菊
池

川
に
面
し
て
い
ま
す
の
で
、
排
土
処
理
に

本
大
地
震
の
話
か
ら
で
す
。
10

月
19
日
ま
で
に
、
震
度
１
以
上

の
揺
れ
が
、
実
に
４
１
０
３
回

を
数
え
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
、
揺
れ
れ
ば
、

諦
め
も
つ
き
ま
す
。
完
全
に
幕
が
下
り
る

の
は
、
い
っ
た
い
、
何
時
の
日
の
事
で
し
ょ

う
か
。
気
が
重
く
な
り
ま
す
。

ど
で
か
い
造
成
地
78

　
城
尾
地
区
で
最
大
の
造
成
地
78
が
、
図

面
と
し
て
繋
が
り
ま
し
た
。
多
少
、
湾
曲

し
た
帯
状
形
で
全
長
1
8
6
ｍ
、
最
大
幅

24
ｍ
の
大
き
さ
と
判
明
し
ま
し
た
。
上
段

と
は
、
10
‐
１
で
1
・
50
ｍ
、
９
で
1
・

60
ｍ
の
高
低
差
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
に

高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
面
は
、
い
ず
れ

も
急
峻
で
、
抉
れ
た
個
所
も
目
立
ち
ま
す
。

勿
論
、
登
り
下
り
に
は
、
と
て
も
困
難
が

伴
い
ま
す
。

　
全
面
が
平
地
で
、
斜
面
を
よ
く
も
こ
こ

ま
で
造
成
し
た
も
の
と
感
心
し
ま
す
。
高

低
差
2
・
70
ｍ
の
南
縁
下
に
は
、
集
落
か

ら
の
登
城
道
が
並
列
し
て
お
り
、
両
者
の

関
連
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
登
城
道
か
ら
東
側
の
造
成
地
は
、
大
き

く
変
化
し
て
不
整
形
と
な
り
、
幅
も
狭
く

な
り
ま
す
。
残
っ
た
排
土
を
処
理
す
る
区

画
で
し
ょ
う
。

熊
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第２図　江栗城跡・Ⅲ郭（城尾地区）全体図 第１図　城造り（イラスト：溝口真由美）

大 
田 

幸 

博

（
元・菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
）

歴
史
調
査
の
楽
し
み
方
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